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国の専門家会議が示した「提言」のポイントは          

日本国内の感染状況については、引き続き持ちこたえていますが、一部の地域では感

染拡大が見られ、今後地域において、感染源（リンク）が分からない患者数が継続的に

増加し、こうした地域が全国に拡大すれば、どこかの地域を発端として、爆発的な感染

拡大を伴う大規模流行につながりかねないと考えているとしています。また、現時点で

は、社会・経済機能への影響を最小限としながら、感染拡大防止の効果を最大限にする

という、これまでの方針を続けていく必要があり、「１．クラスター（集団）の早期発

見・早期対応」、「２．患者の早期診断・重症者への集中治療の充実と医療提供体制の

確保」、「３．市民の行動変容」という３本柱の基本戦略を、さらに維持、必要に応じ

て強化し、速やかに行わなければならないとしています。      （厚生労働省） 

 

● 爆発的な感染拡大「オーバーシュート」を回避するために•あるとき突然爆発的に患者

が急増する「オーバーシュート」が起きると、医療の体制に過剰な負担がかかり、適

切な医療が提供できなくなることが懸念される。 

• 日本としてこのような事態を回避し、できるだけ被害を小さくするための提案とし

て、今回の提言をとりまとめた。 

 

● 日本としての基本戦略•基本戦略の柱は３つ。 

 （１）クラスター（集団感染）の早期発見。 

 （２）重症者への集中治療の充実。 

 （３）市民の行動を変える。 

• いかにして小規模な感染の連鎖にとどめ、それぞれの地域で適切に収束を図っていけ

るか。 

• 日本が「クラスターの早期発見」という戦略をとっていることをＷＨＯは評価してい

る。 

 

● 北海道の現状は？ 対策の効果は？•北海道では一定程度、新たな感染者の増加を抑え

られているが、依然として流行は終息に向かっておらず、憂慮すべき状態が続いてい

ると考えている。 

• 北海道知事が出した「緊急事態宣言」をきっかけに道民の皆さんの行動が変わったこ

とについては、急速な感染拡大の防止という観点からみて一定の効果があったと判断

している。 

 

● 国内の現状は？•北海道以外の地域では、都市部を中心に少しずつ増えている。 

• 高齢者施設で集団感染が発生する事例も。 

• 一定の地域では感染は広がりつつあり、高齢者など弱い立場の人たちが発症してい

る。 

• また、感染源が分からない感染者が増えている地域が散発的に発生している。 

• クラスターの感染源が分からないまま感染者数が増加していくと、どこかで爆発的な

感染拡大、「オーバーシュート」が起きかねない。 

• 日本国内の感染状況としては引き続き持ちこたえているが、一部の地域で感染拡大が

みられる。 

• 諸外国の例をみていても、今後、地域の中で感染源が分からない患者数が増え、こう

した地域が全国に拡大すれば、爆発的な感染拡大を伴う大規模流行につながりかねな

い。 
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●「大規模イベント自粛」など国内の諸対策の効果は？•政府の要請によって「大規模イ

ベントの自粛」や「全国一斉休校」が行われ、「時差出勤」への協力も進んでいる。 

• それらがなかった場合との比較はできないが、現時点では「メガクラスター（巨大な

集団感染）」は起きていないとみられる。 

• 国民の行動が変わったことで、国内での新たな感染者数が若干減少し、効果があった

ことを意味している。 

• しかし、海外からの流入は続いている。 

• 引き続き、「３つの条件が同時に重なる場所や場面」を避けることが重要。 

３つの条件とは、（１）換気が悪い密閉空間、（２）人が密集している、（３）近距

離での会話や発声。 

  

● 地域ごとにどう対応するか？•社会や経済への影響を最小限としながら感染拡大防止対

策の効果を最大限にしていくために、地域の感染状況別にバランスをとって必要な対

応を行っていく必要がある。 

•＜感染状況が拡大傾向にある地域＞では、「独自のメッセージやアラートの発出」や

「一律自粛」の必要性について、適切に検討する必要がある。 

•＜感染状況が収束に向かい始めている地域、一定程度に収まってきている地域＞で

は、「３つの条件が同時に重なる場所や場面」を徹底的に回避する対策を行ったうえ

で、感染拡大のリスクが低い活動から、徐々に解除することを検討する。 

•＜感染状況が確認されていない地域＞では、学校活動やスポーツなどについては、感染

拡大のリスクが低い活動から実施する。 

 

● 学校について•＜感染状況が拡大傾向にある地域＞では、一定期間、学校を休校にする

こともひとつの選択肢。 

• 春休み明け以降の学校にあたっては、「３つの条件が同時に重なる場所や場面」を避

ける取り組みが重要。 

• あわせて、せきエチケットや手洗いなど基本的な感染症対策の徹底も。 

• バランスのとれた食事、適度な運動、休養・睡眠などで抵抗力を高めていくことも心

がけて。 

 

● 大規模なイベントは？•専門家会議としては、引き続き、全国的な大規模イベントにつ

いては、慎重な対応が求められると思う。 

• 感染リスクへの対応が整わない場合は、「中止」や「延期」を。 

 

● 企業など事業者は？•従業員の感染予防に努めて。 

• 症状がみられる際に休みやすい環境の整備。 

•「テレワーク」や「時差出勤」の推進。 

• 子どもの学級が閉鎖された場合に保護者が休みやすいよう配慮を。 

(NHK NEWS WEB 20200319) 
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新型コロナウイルス感染症対策専門家会議 提言から 20200319 

 

 

市民と事業者の皆様へ 

 

（１）３つの条件が同時に重なった場における活動の自粛のお願い 

これまでに明らかになったデータから、集団感染が確認された場に共通するのは、① 

換気の悪い密閉空間であった、②多くの人が密集していた、③近距離（互いに手を伸ば 

したら届く距離）での会話や発声が行われたという３つの条件が同時に重なった場とい 

うことが分かっています。例えば、屋形船、スポーツジム、ライブハウス、展示商談 

会、懇親会等での発生が疑われるクラスターの発生が報告されています。 

皆さんが、「３つの条件が同時に重なった場所」を避けるだけで、多くの人々の重症 

化を食い止め、命を救えます。 

 

（２）感染者、濃厚接触者等に対する偏見や差別について 

感染者、濃厚接触者とその家族、この感染症の対策や治療にあたる医療従事者とその 

家族に対する偏見や差別につながるような行為は、断じて許されません。誰もが感染 

者、濃厚接触者になりうる状況であることを受け止めてください。 

報道関係者におかれましては、個人情報保護と公衆衛生対策の観点から特段の配慮を 

お願いします。 

感染症対策に取り組む医療従事者が、差別等されることのないよう、市民等は高い意 

識を持つことが求められます。 

 

 


